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5．石⑤
我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270－11我孫子市我孫子1B5BaO471(B5)1111

5月1日現在（）内は前月比

⑦人□126,631人(+370）
男/63,273人女/63,358人

心世帯数44,515世帯(+372）1
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一
市
で
は
、
我
孫
子
市
挫
業
振
今
回
新
た
に
消
溌
者
の
方
の
▼
協
議
会
の
開
催
回
数
必
要

一
興
協
議
会
を
設
逝
し
、
「
我
孫
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
挫
業
に
応
じ
随
時
（
平
日
に
開
催
）

一
子
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
振
興
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
▼
任
期
２
年

に
基
づ
き
、
あ
び
こ
型
都
市
農
あ
な
た
の
意
見
や
提
言
を
腱
業
▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ

業
の
推
進
や
米
の
消
費
拡
大
な
振
興
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
「
我
孫
子
市
の
股
業
に
つ
い
て
」

ど
農
業
振
興
政
策
な
ど
に
つ
い
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
の
意
見
を
４
０
０
字
詰
め
原
稲

て
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
▼
募
集
人
員
２
名
用
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
、
住

ふ
叩
が
な

・
し
か
し
、
近
年
、
米
の
自
由
▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
加
歳
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

一
化
や
生
産
調
盤
の
強
化
な
ど
農
以
上
で
腱
業
振
興
に
関
心
が
あ
職
業
、
遁
話
番
号
を
明
記
し
、

一
一
業
を
取
り
ま
く
情
勢
は
大
き
く
る
消
識
者
の
方
〈
他
の
審
議
会
等
５
月
釦
日
（
金
・
必
箱
）
ま
で

一
変
化
し
、
こ
の
計
画
の
見
直
し
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
方
は
に
我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
腱

一
一
や
市
の
特
性
を
生
か
し
た
新
た
ご
遠
慮
く
だ
き
い
）
政
課
指
導
係
賓
顕
）
１
１
１
１

｜
一
な
農
業
振
興
政
策
を
図
る
こ
と
▼
選
考
方
法
選
考
委
員
会
に
よ
内
線
５
１
３
へ
郵
送
、
ま
た
は

一
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
る
論
文
審
査
持
参

凸
■
５
０
日
や
■
９
ｔ
も
■
》
も
Ｇ
Ｕ
ｐ
ｂ
ｂ
ｑ
ｂ
Ｇ
ｑ
も
二
■
・
も
■
■
①
二
日
・
ｂ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｈ
ｂ
Ｑ
ｏ
Ｏ
も
争
■
Ｑ
句
０
９
も
《
■
■
Ｇ
Ｂ
１
号
■
■
も
Ｂ
ｑ
Ｑ
Ｇ
Ｇ
守
。
ニ
ロ
Ｕ
Ｇ
ｂ
■
ｂ
・
Ｂ
ｑ
Ｇ
Ｇ
■
■
、
ｑ
■
ｂ
Ｂ
Ｂ
、
Ｂ
Ｂ
－
も
Ⅲ
Ⅱ
１
１
１
９
■
ｑ
も
座
Ｂ
ｑ
も
一
Ｂ
ｑ
Ｑ
Ｑ
ｑ
も
巳
日
も
』
■
Ｕ
ｃ
与
巳
ｑ
も
一
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あ
な
た
の
意
見
や
提
言
を
農
業
振
興
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

業
振
興
協
議
会

ｂ
ｑ
ｑ
』
■
■
も
座
０
口
も
』
■
日
も
二
＆
巳
、
且
■
色
二
日
・
も
阜
日
可
町
《
■
■
も
。
８
町
ｑ
ｂ
ｑ
ｑ
一
Ｈ
Ｕ
ｑ
ｂ
ｑ
０
Ｂ
ｑ
ｏ
■
ｑ
吟
Ｑ
ｑ
毛
凸
■
弔
鈷
ｔ
０
句
一
日
Ｕ
Ｑ
Ｑ
ｑ
も
Ｂ
ｑ
Ｑ
も
９
．
Ｇ
ｑ
Ｑ
ｂ
０
Ｇ
０
５
Ｑ
９
０
Ｑ
』
Ⅲ
■
＄
■
■
①
二
日
守
ｑ
■
■
宮
ｑ
Ｂ
ｑ
、
《
■
可
Ｑ
ｂ
ｑ
ｑ
ｈ
９
司
Ｂ
９
ｑ
Ｅ
ｑ
甸
巳
０
宮

難 越
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〆
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美
し
い
鍛
観
を
た
た
え
る
時
に
、
の
城
跡
の
春
景
色
｝
、
谷
田
落
雁

よ
く
八
紫
や
十
勝
と
い
う
表
現
を
（
谷
津
田
に
郷
い
降
り
る
雁
）
、

ど
じ
ょ
う
や
”
世
息
へ
＆

使
い
ま
す
。
地
元
で
住
百
年
ほ
五
條
谷
赤
壁
（
沼
南
町
五
條
谷
に

ど
前
に
選
ば
れ
た
手
鉦
沼
八
勝
が
あ
る
切
り
立
っ
た
壁
）
の
風
景
が

ふ
じ
鋤
Ｌ
ら
ゆ
Ｓ

有
名
で
す
。
富
士
白
雪
っ
一
湾
罐
溌
た
た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
周
辺
で

ぶ
っ
た
富
士
の
姿
）
、
筑
波
晴
嵐
は
、
ほ
か
に
も
手
焚
湖
十
勝
詩
や

は
く
さ
ん

（
晴
れ
た
日
の
筑
波
山
）
、
白
山
布
佐
八
環
が
あ
り
、
ま
た
沼
南
町

の
し
ゆ
う
”
つ

秋
月
（
白
山
に
か
か
る
秋
の
名
月
）
や
茨
城
県
取
手
市
、
利
根
町
に
も

し
媚
う
毛
尻
ｓ
は
ん

職
湖
帰
帆
（
夕
方
の
手
斑
沼
に
浮
八
殿
が
あ
り
ま
す
。

お
お
い
の
ば
ん
し
よ
う

か
ぶ
帆
船
）
、
大
井
晩
鐘
（
沼
南
こ
れ
ら
の
景
勝
案
内
で
は
、
窟

町
大
井
の
寺
の
夕
暮
れ
に
鳴
る
鐘
士
山
や
筑
波
山
、
手
筑
沼
や
利
根

し
み
や
土
の
Ｌ
Ｐ
冬
し
ょ
く
み
の
わ

の
音
）
、
城
山
春
色
（
沼
南
町
箕
輪
川
そ
し
て
下
総
台
地
と
谷
津
田
、

！
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！
‐
！
‐
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
‐
Ｉ
そ
れ
ぞ
れ
の
春
夏
秋
冬
の
風
景
が

貝
を
募
集
ゞ
，
書
批
て
ぃ
菫
す

さ
て
、
現
代
の
美
し
い
風
暮
と

一
は
ど
ん
な
景
色
で
し
ょ
う
か
。

？
し
て
み
ま
せ
ん
か
一
一
平
成
８
年
度
に
初
め
て
募
集
し

市
で
は
、
「
烏
に
や
さ
し
い
、
暮
ら
し
を
彩
る
景
観
づ
く

り
．
あ
び
こ
」
を
合
言
葉
に
、
昨
年
に
は
風
景
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
、
こ
の
ほ
ど
応
募
作
品
を
も
と
に
景
観
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
絵
ハ
ガ
キ
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
景

観
行
政
懇
話
会
の
委
員
の
募
集
や
ま
ち
な
み
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ

に
よ
る
景
観
カ
ル
テ
づ
く
り
な
ど
市
民
参
加
に
よ
る
景
観
形

成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

､

と
緑
と
空
が
お
り
な
す
眺
望

､

、_ノ

一ターター●一

ぐ
蚤
観
絵
ハ
ガ
キ

’
、
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▲景勵《ﾝフレット｢我孫子の景観」

ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
を
我
孫

子
地
区
で
行
い
ま
す
。

昨
年
は
、
４
回
の
ま
ち
な
み
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
（
写
真
）
を
開
催
し
、

景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
。
我
孫
子
ら
し
い
鍛
観
を
創
造

す
る
た
め
、
今
年
も
市
民
参
加
の

も
と
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
と
街

並
み
の
探
索
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
手
炎
沼
く
り
を
中
心

に
美
し
い
手
筑
沼
を
眺
め
な
が

ら
生
活
し
優
れ
た
作
品
を
残
し
た

志
賀
直
哉
、
柳
宗
悦
、
杉
村
楚
人

冠
ら
の
旧
居
を
訪
ね
、
文
人
た
ち

の
暮
ら
し
ぶ
り
や
作
品
、
彼
ら
と

地
元
と
の
ふ
れ
あ
い
を
学
ぴ
な
が

た
風
鍛
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
た
美
し
い
風
景
は
、
百
年
前
の

手
筑
沼
八
勝
と
ほ
ぼ
同
じ
蓉
色
で

し
た
。
や
は
り
、
手
賀
沼
、
利
根
川

海
士
山
、
筑
波
山
な
ど
で
あ
り
、
下

総
の
丘
陵
と
谷
津
が
お
り
な
す
青

空
と
緑
豊
か
な
田
園
風
景
で
す
。

人
衝
が
好
ん
で
選
ぶ
美
し
い
風

錐
は
、
こ
の
一
世
紀
間
の
近
代
化

の
荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
も
、
や

は
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

我
孫
子
の
美
し
い
景
観
を
大
切

に
し
た
い
も
の
で
す
。

市
で
は
、
風
景
写
爽
コ
ン
テ
ス

平
成
９
年
度
第
１
回

ま
ち
な
み
ウ

目
の
「
ま

オ
ツ
雰
勤 ト

に
応
弊
さ
れ
た
市
民
作
品
を
も
チ
ン
グ
（
参
加
毅
無
料
）
前
に
配
布
し
ま
す
。

と
に
、
簸
概
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
我
▼
日
時
・
場
所
６
月
７
日
（
土
）
▼
定
員
和
名
（
先
着
順
）

孫
子
の
鍛
概
」
を
作
り
ま
し
た
。
午
前
９
時
我
孫
子
駅
南
口
集
合
、
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
瓶

ま
た
、
入
徴
作
品
を
も
と
に
「
景
正
午
中
央
公
民
館
解
散
（
小
雨
決
話
で
都
市
計
画
課
景
観
推
進
係
査

観
絵
ハ
ガ
キ
」
（
５
枚
１
組
）
も
行
）
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
７
７
へ驫

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

景
観
行
政
懇
話
会
委
員
を

穏
や
か
で
美
し
い
我
孫
子
の
最
観

を
、
広
く
紹
介
し
よ
う
と
作
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。
ご
希
望
の
方
に
市
で
は
、
鍛
観
行
政
を
械
極
的
あ
な
た
の
意
見
を
、
景
観
づ
く

は
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
に
進
め
る
に
あ
た
り
、
幅
広
く
意
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

我
孫
子
の
衆
観
を
、
お
楽
し
み
見
を
求
め
る
た
め
、
景
観
行
政
懇
無
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。
▼
募
集
人
員
２
名

話
会
を
設
種
し
ま
し
た
。

▼
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ
部
鍛
観
行
政
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
加
歳

市
計
画
課
景
観
推
進
係
容
（
鋸
）
１
も
景
観
行
政
推
進
懇
話
会
（
平
成
以
上
の
方

１
１
１
内
線
５
７
７
６
年
８
月
か
ら
平
成
８
年
３
月
）
▼
懇
話
会
の
開
催
回
数
必
要
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
今
回
設
誕
さ
れ
た
景
観
行
政
懇
話
会
委
員
の
応
募
に
当
た
っ
て
の

今
年
は
、
手
興
沼
船
上
見
学
と
合
話
会
は
、
主
に
景
観
条
例
の
策
定
意
見
・
提
言
な
ど
を
４
０
０
字
詰

わ
せ
て
新
た
に
「
景
観
カ
ル
テ
づ
や
景
観
表
彰
制
度
の
制
定
等
に
つ
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
、

く
り
」
を
実
施
し
ま
す
。
「
景
観
力
い
て
提
言
を
行
う
た
め
の
も
の
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

ル
テ
づ
く
り
」
は
、
ふ
だ
ん
見
憧
れ
す
。
定
員
は
、
名
以
内
で
組
織
さ
を
明
記
し
、
６
月
、
日
（
火
・
必

た
身
近
な
風
景
を
今
一
度
見
直
し
れ
、
よ
り
市
民
参
加
を
進
め
た
か
譜
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
市

て
、
そ
の
良
い
と
こ
ろ
、
改
善
す
た
ち
で
運
営
す
る
た
め
、
従
来
の
役
所
都
市
計
画
課
景
観
推
進
係
云

べ
き
と
こ
ろ
を
市
民
自
ら
が
診
断
各
界
代
表
や
専
門
家
に
加
え
て
次
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
７
７
へ
郵

し
、
少
し
づ
つ
身
の
回
り
の
風
景
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
送
、
ま
た
は
持
参

《
９
１
４
０
４
．
１
’
↑
↓
’
０
１
’
０
’
９
０
４
，
４
’
９
‐
６
，
，
４
Ｊ
７
９
↑
４
９
１
↓
●
０
４
４
’
？
１
６
４
’
０
４
回
？
６
，
↑
１
６
僻
？
９
４
’
９
６
：
？
？
，
↑
０
４
９
９
’
９
０
６
Ｊ
？
９
０
・
↑
↓
’
０
↓
．
Ｏ
少

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
バ
ス
で
▼
対
象
・
定
員
市
内
在
住
の
一

一

市
内
の
公
共
施
設
を
見
学
し
、
手
方
、
鏥
名
（
た
だ
し
、
応
募
者
一

員
宮
轆
で
黄
沼
を
船
上
か
ら
視
察
し
ま
す
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

一

施
酷
，
‐
ン
セ
ン
タ
‐
薑
箸
館
菅
｛
木
茎
毫
皇

湖
北
地
区
公
民
館
、
特
別
養
謹
老
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
広
報
広
一

一
市
で
は
、
我
孫
子
市
を
よ
く
人
ホ
ー
ム
「
久
遠
苑
」
、
烏
の
博
聴
課
広
聴
係
琶
孟
）
１
１
１
１
一一

一
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
施
設
物
館
ゞ
手
箕
沼
親
水
広
場
な
ど
内
線
３
１
１
へ

ｒ
ｌ
ｒ
１
９
、
’
９
１
．
９
ｆ
６
ｉ
１
↓
’
１
●
９
１
４
，
１
：
’
９
１
１
●
１
１
９
１
０
６
．
９
６
も
，
１
９
１
９
９
６
～
１
’
１
，
９
勺
’
’
’
９
１
９
１
９
１
７
７
１
４
９
１
１
！
？
』

1つ 口

を
設
け
、
景
観
形
成
基
本
計
画
な
応
じ
て
随
時
（
平
日
に
開
催
）

グ
に
ご
参
加
を
ど
に
つ
い
て
蛍
重
な
提
言
が
な
さ
▼
選
考
方
法
選
考
委
員
会
に
よ

れ
、
景
観
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
る
論
文
審
査
と
抽
選

こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
な
み
」
に
き
ま
し
た
。
▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
懇

て
考
え
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
今
回
設
誕
さ
れ
た
景
観
行
政
懇
話
会
委
員
の
応
募
に
当
た
っ
て
の

ま
、
手
闘
召
船
上
見
学
と
合
話
会
は
、
主
に
景
観
条
例
の
策
定
意
見
・
提
言
な
ど
を
４
０
０
字
詰

を
良
い
眺
め
に
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
「
最
概
カ
ル
テ
づ
く
り
」

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
我
孫
子
地
区
ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

▼
コ
ー
ス
我
孫
子
駅
前
通
り
４

旧
柳
宗
悦
邸
４
楚
人
冠
公
園
４
旧

志
鍵
直
絞
邸
４
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ

ー
チ
碑
４
手
賀
沼
か
ら
船
上
見
学

※
景
観
カ
ル
テ
用
の
壷
料
は
、
事

前
に
配
布
し
ま
す
。

▼
定
員
和
名
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
祇

話
で
都
市
計
画
課
景
観
推
進
係
壷

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
７
７
へ

島 共存す人と が る ま ち

一

一
■

ｐ
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■
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■
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シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
は
、
渡
た

き
り
な
ど
の
高
齢
者
を
、
一
時
的

に
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
介
謹
家
族
の
負
担
の

軽
減
を
図
る
制
度
で
す
。

介
繊
者
が
冠
婚
葬
祭
や
旅
行
で

家
を
離
れ
る
場
合
や
、
病
気
な
ど

で
介
謹
で
き
な
い
場
合
に
利
用
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事
市
で
は
、
毎
月
行
政
相
談
を
行
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
行
政
に
対
す
▼
日
時
５
月
塑
日
未
）
午
前
、

に
つ
い
て
「
こ
れ
は
困
っ
た
」
、
っ
て
い
ま
す
。
（
広
報
祀
日
号
市
民
る
意
見
や
要
望
を
受
け
、
そ
の
解
時
か
ら
正
午

「
Ｉ行
政
相
談
委
員
に
餅
撫
態
瀞
縦
賊
一

「
こ
う
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）
決
や
実
現
を
図
る
行
政
相
談
制
度
▽
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階
市

お
気
軽
に
ご
相
談
を

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
が
で
き
ま
す
。

、
ン
ヨ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
を
希
登
録
手
続
き
に
は
、
日
数
を
要

望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
高
し
ま
す
の
で
利
用
を
希
望
す
る

齢
者
福
祉
課
で
登
録
申
講
を
行
い
、
日
の
２
週
間
以
上
前
に
手
続
き
を

登
録
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

り
登
録
証
の
交
付
後
は
、
利
用
し
高
齢
者
福
祉
係
電
露
）
１
１
１
１

た
い
施
設
に
直
接
申
し
込
む
こ
と
内
線
３
８
２

｜
▼
職
種
看
謹
端
（
２
名
）

▼
受
験
資
格
看
謹
婦
査
格
を
有

し
、
昭
和
弘
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

▼
受
付
期
間
今
日
か
ら
”
日

（
木
）
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
王
・
日
峨
日
を
除
く
）

▼
提
出
書
類
組
合
所
定
の
城
貝

採
用
試
験
受
験
申
込
書
（
同
組
合

事
務
所
で
配
布
）
、
写
真
（
縦
４

函
横
３
聖
２
枚
『
最
終
学
歴

枝
の
卒
業
・
成
繊
証
明
謹
各
１
通
、

看
謹
婦
査
格
証
明
密
１
通

▼
申
し
込
み
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
同
組
合
事
務
所
（
柏
市
役

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
広
く
承
知
．
民
相
談
室

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
圏
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
広

国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
聴
係
垂
（
弱
）
１
１
１
１

募集

東
葛
中
部
地
区
総
合

開
発
事
務
組
合
職
員

所
）
へ
本
人
が
直
接
持
参
。

▼
試
験
日
。
会
場
５
月
誕
日

（
土
）
、
柏
市
役
所

※
詳
し
く
は
、
同
組
合
事
務
所
壷

（
“
）
５
２
５
１
へ

渭
葆
琴
夕
‐
・
雲

を
医
霧
軍
臺
を
〉

診
鱸
螺
總
緋

受
篝
７
塁
日
毫

の
の
霊
水
曜
日
、
種

診
議
軒
雫
ま
す
。

検
晨
人
種
診

種
絢
撒
貼
砺
調

各
の
慧
蕊
日
、
種

↓
感
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

園
す
繩
盤
購
製

一
診
し
て
く
だ
さ
い
。

つ
』
※
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン

＃
Ｉ
タ
ー
で
の
受
付
は
、
午

年
苧
環
ら
２
時
毒
．

／
ｌ
、
委
託
医
療
機
関
（
下
表

〆

年に一度は各種検診の受診

通
商
産
業
省
に
よ
る
こ
の
調
査

は
、
「
商
業
の
国
勢
調
査
」
と
も

い
わ
れ
る
も
の
で
、
全
国
の
卸
売

業
小
売
業
を
営
む
商
店
を
漏
れ

な
く
調
査
し
、
商
店
数
、
従
業
者

数
、
年
間
販
売
額
な
ど
を
業
種
別
、

規
模
別
、
地
域
別
な
ど
に
把
握
す

る
も
の
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、

国
は
も
ち
ろ
ん
都
道
府
県
、
市
区

参
照
）
で
は
、
狸
月
ま
で
直
接
受
診

で
き
ま
す
。

〈
委
託
医
療
機
関
で
受
診
を
〉

◎
乳
が
ん
検
診

鋤
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
、

月
ま
で
委
託
医
療
機
関
で
行
い
ま

す
。〈

受
診
券
の
持
参
を
〉

受
診
す
る
と
き
に
は
、
受
診
券

に
必
ず
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
壷
切
り
離
し
て
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

受
診
券
が
な
く
て
も
受
診
で
き

ま
す
の
で
、
直
接
受
け
付
け
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
各
検
診
は
、
年
度
内
に

１
回
の
み
受
診
で
き
ま
す
。

▼
壷
用
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

念
（
師
）
１
１
３
１

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

く
町
村
で
各
種
の
行
政
施
策
の
基
礎

黄
料
と
し
て
役
立
て
ら
れ
、
経
営

の
合
理
化
、
近
代
化
に
対
す
る
指

導
、
相
談
、
中
小
商
業
振
興
乗
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
在
員

が
５
月
下
旬
か
ら
事
業
所
（
商
店
）

を
直
接
訪
問
し
、
６
月
１
日
現
在

で
調
査
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し

▼委託医療機関一覧（○は実施している検診、－は実施していない検診）
I

I ’

’
’
’
I

’
1

1

て
い
た
だ
く
も
の
で
、
後
日
、
調

杢
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、

統
計
法
に
よ
り
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
は

一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
皆
ざ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
統
計
係

垂
（
鍵
）
０
５
７
７
（
直
通
）

ゴ

政
令
等
の
改
正
に
伴
い
、
切
断

磯
・
化
学
物
質
使
用
事
業
者
は
、

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
税
は
、
原
則
と
し
て
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
き

れ
ま
す
。

納
税
通
知
書
は
、
す
で
に
発
送

し
ま
し
た
の
で
、
６
月
２
日
（
月
）

ま
で
に
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、

農
協
な
ど
で
忘
れ
ず
に
納
税
し
て

自
動
車
税
の
納
付
は

お
早
目
に
！

切断機。化学物質

取扱者は届け出を

⑪
切
断
織
（
と
石
を
用
い
る
も

の
に
限
る
）
を
設
置
し
て
い
る
事

業
場
の
事
業
者
。
騒
音
規
制
法

施
行
令
の
改
正
に
伴
い
特
定
施
設

使
用
届
が
必
要
で
す
）

②
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
（
塩
化
メ

チ
レ
ン
、
メ
チ
レ
ン
ク
ロ
ラ
イ
ド

等
）
、
１
．
２
１
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ

ン
（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）
、
１
．
１
１
ジ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
塩
化
ビ
ニ
リ
デ

こ
を
使
用
す
る
事
業
者
。
（
千

葉
県
地
下
水
汚
染
防
止
対
莱
指
導

要
綱
の
改
正
に
伴
い
対
象
物
質
使

用
施
設
等
設
置
届
が
必
要
で
す
）

※
詳
し
く
は
、
環
境
保
全
課
公
害

対
策
係
壷
（
顕
）
１
１
１
１
へ

｜

’
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
や
、
通
知
書
に
つ
い
て
の

不
明
な
点
は
、
柏
県
税
事
務
所
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
柏
県
税
事
務
所

壷
（
鞭
）
１
２
３
１

’
一
一
一
一
一

’
｡

1 ’
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老人医療受給者証が

更新になります

旧
受
給
者
証
は
、
新
し
い
受

給
者
証
が
届
い
て
か
ら
高
齢
者

福
祉
課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
受
給
者
証
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

種
類
や
内
容
等
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
必
ず
届
出
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
診
療
を
受
け
て

い
る
医
療
機
関
に
も
新
し
い
健

康
保
険
証
を
持
参
し
、
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
に
転
出
す
る
と
き
は
、

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
医
療
受
給
者
証
を
返
還
し
、
転

給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
入
先
で
新
た
に
医
療
受
給
者
証

方
で
、
有
効
期
限
が
５
月
誕
日
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
で
の
方
に
は
、
新
し
い
健
康
▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉

手
帳
と
医
療
受
給
者
証
を
配
日
課
保
健
医
療
係
壷
（
理
１
１
１

頃
に
発
送
し
ま
す
。
１
内
線
３
１
３

z …鰍周

砺ズター客凝害し霞す

通
商
産
業
省
で
は
、
廻
月
証
日
お
よ
び
写
真
の
使
用
は
不
可
）

現
在
で
実
施
す
る
工
業
統
計
調
査
▼
応
募
資
格
制
限
は
あ
り
ま

の
円
滑
な
実
施
と
そ
の
趣
旨
の
普
せ
ん

及
を
図
る
た
ぬ
広
報
用
ポ
ス
タ
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｉ
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
の
襄
面
に
住
所
、
氏
名
、

癖
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
、
職
業
（
学
生
の
場

▼
作
品
内
容
大
き
さ
…
Ａ
２
判
合
は
学
校
名
・
学
年
）
を
明
記

（
縦
に
使
里
使
用
色
…
４
色
し
、
６
月
妬
日
（
月
・
消
印
有

以
内
百
は
数
に
入
れ
な
ど
効
）
ま
で
に
〒
１
０
０
束
京
都

使
用
文
字
…
「
通
商
産
業
省
」
千
代
田
区
霞
が
関
１
の
３
の
１

「
都
道
府
県
」
「
市
区
町
村
」
通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計

「
工
業
統
計
調
査
」
「
平
成
９
年
部
工
業
統
計
課
地
方
係
壷
０
３

哩
月
誕
日
」
き
れ
以
外
の
文
字
（
３
５
０
１
）
９
９
２
９
へ

委託医療機関名

我孫子つくし野病院

一瀬医院

竹田内科医院

石田医院

遠藤クリニック

新田医院

守尾医院

藤本内科医院

アビコ外科整形外

我孫子東邦病院

天龍堂クリニック

竹内医院

貫井医院

隈本医院

近藤胃腸科外科

小倉外科・内科

星野医院

佐藤内科医院

我孫子聖仁会病院

湖北台診療所

岡野内科医院

増田医院

宇治I

長田内科・胃腸科

成広医院

金山医院

平和台病院

院

病院

住所

つくし野131-1

つくし野6-1-7

つくし野6-5-1

本町1-4-21

本町2-2-1

本町2-4-3

白山1-18-5

白山2－11－7

我孫子264

我孫子1851-1

緑1-6-11

若松141

並木8-17-4

東我孫子1-12-3

高野山285-3

柴崎台3-19-22

湖北台1-5-7

湖北台3-12-5

湖北台4-6-1

湖北台7-41-101

湖北台8-18-24

湖北台9-7-10

湖北台9-9-10

布佐1-13-6

布佐845-1

布佐2118-2

布佐2195

電話番号

84-2211

85-2321

85-0225

82-7151

84-0232

86-3387

84-6813

82-1885

84-7321

82-8166

82-0150

82-5836

84-5555

82-1381

84-0211

82-0165

88-2248

88-0934

88-3111

88-8768

88-7770

88-2840

88-0835

89-3101

87-4610

89-4166

89-1111

成人病
健診

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

子宮が
ん検診

ー

○

一

一

一

一

○

一

○

一

○

一

乳がん
検診

○

○

一

○

○

○

○

○

○

○

一

○

○

○

○

○

○
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バ
ロ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
ま
で
、

幅
広
い
レ
バ
Ｉ
ト
リ
ー
を
誇
る

「
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
プ
ラ
ス
ク
イ

ン
テ
ッ
ト
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
楽
団
は
、
１
９
６
４
年
に

セ
ン
ト
ル
イ
ス
交
響
楽
団
の
ト
ッ

プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
中
心
に
結
成
き

れ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ロ
ン
グ

Ｆ
Ｄ
も
■
●
。
■
■
■
■
■
ｂ
凸
■
令
巴
■
●
ｎ
句
①
■
ｑ
い
も
９
泊
■
■
も
む
■
も
●
曰
争
■
ｑ
Ｑ
０
１
ｑ
Ｄ
ｑ
ｏ
ｂ
■

▼根戸｡手賀沼線交通規制図
ノ、

都市計画道路

根戸・手賀沼線

工事に伴い通行が

規制されます

誰
謝
弥
伽
討
鰐
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
ま
で
鮮
烈
な
サ
ウ
ン
ド
を
お
楽
し
み
に

』

十’1規制区間
←柏 若松→

（ ）…

拡 大 図

１
１
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し
て
、
社
会
生
活
に
必
要
な
知
識

や
技
能
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
友
だ
ち
を
作
り
、
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
場
所
５
月
奉
日
か
ら

毎
奇
数
月
の
第
４
日
雌
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
、
あ
ら
き
園

▼
対
象
①
市
内
在
住
の
知
的
障

害
者
で
企
業
等
で
働
い
て
い
る
方

及
び
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
②

開
催
場
所
へ
一
人
で
来
ら
れ
る
方

青
年
サ
ー
ク
ル
「
む
ぎ
鋤
会
』

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

1

1

▼
参
加
費
実
費
徴
収
（
第
１
回

は
、
遊
技
施
設
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
で

入
場
料
等
５
０
０
０
円
程
度
必
要
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
遮

話
、
ま
た
は
直
接
障
害
福
祉
課
壷

（
鋸
）
１
１
１
１
内
線
３
５
０
へ

ご
家
族
や
友
達
と
、
ウ
オ
ー
キ

／
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

県スボレク祭東葛地区中央祭
市民体育館に湖北駅

北口から送迎バスを運行 園邑回醐日刎n
尾ど伽釧鯛畠市民体育館と湖北駅北口の間

に、送迎バスを運行しています。

ぜひ、ご利用ください。

陰運行日体育館の開館日
しバス発車時刻＊湖北駅北口

発・･･午前8時40分、10時40分、
午後0時30分、2時30分、3時、
4時30分＊市民体育館発…午
前10時55分、午後0時45分2
時45分、3時15分、4時45分

し利用料無料

し問い合わせ教育委員会体育
課壷(85)1151

子
ど
も
会
育
成
会
で
は
、
子
ど

も
会
会
員
の
交
流
、
リ
ー
ダ
ー
の

菱
成
の
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
。
内
容
下
表
参
照

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時

▼
対
象
市
内
小
学
校
５
．
６
年

生
で
、
子
ど
も
会
会
員
、
お
よ
び

▼
日
時
５
月
聖
日
（
土
）
午
前
９

時
各
集
合
場
所
で
受
け
付
け
、
午

後
２
時
解
散
予
定
（
小
雨
決
行
）

▼
コ
ー
ス
い
ず
れ
も
東
武
野
田

線
①
江
戸
川
台
駅
西
口
前
②
運
河

駅
前
③
梅
郷
駅
前
に
集
合
し
、
江

戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
経

て
野
田
市
総
合
公
園
ま
で
（
各
行

径
は
①
廻
血
②
皿
血
③
９
煙

▼
参
加
資
格
個
人
、
家
族
、
グ

ル
ー
プ
な
ど
（
小
学
生
以
下
は
保

謹
者
が
同
伴
の
こ
と
）

陰富

肝
藍
帯
鑿
Ⅲ
壱

子
ど
も
会
を
作
ろ
う
と
す
る
方

▼
定
員
先
着
印
名

▼
参
加
黄
３
０
０
０
円
（
キ
ャ

ン
プ
費
用
を
含
む
）

▼
持
参
筆
記
用
具
、
上
履
き
、

弁
当
、
水
筒

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
遜

話
で
５
月
釦
日
（
火
）
ま
で
に
同
会

事
務
局
梅
谷
云
（
認
）
２
６
３
６
へ

▼
参
加
黄
無
料

▼
持
参
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体

育
課
云
（
顕
）
１
１
５
１

罷蕩豆
■

"ﾉﾙ

樺参
寄郵し

愚レ ーイ

ェヨ

四
月
半
ば
の
手
筑
沼
畔
で
、
カ

キ
ド
オ
・
〉
が
淡
紫
色
の
花
を
つ
け

▼子ども会5．6年生研修日程。内容
0

あ
、
」

い
、
唖
、

ア
し／－， ④－、

濠日程・場所は変更になる場合があります。

て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。

花
は
比
較
的
大
き
く
、
葉
と
同

じ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。

花
は
唇
形
で
下
唇
が
前
へ
突
き

出
し
、
下
唇
に
は
波
紫
色
の
斑
点

が
つ
い
て
い
ま
す
。
茎
は
花
期
に

は
立
っ
て
い
ま
す
が
、
花
後
は
つ

る
状
に
な
り
、
地
面
を
は
い
ま
す
。

茎
が
垣
根
を
通
り
抜
け
、
隣
のか心

庭
ま
で
広
が
る
と
い
う
の
で
「
垣

(参加者募集（一★高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
が

通
院
・
外
出
を
す
る
際
に
、
車
を

連
極
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成
す
る
識
座
で
す
。
運
転

「
男
の
自
立
は
料
理
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
６
月
７
日
か
ら
、
月
４

日
ま
で
の
毎
月
第
１
土
峨
日
午
前

、
時
か
ら
午
後
２
時

▼
場
所
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
先
蒲
巧
名

鞠
為
騨
鯛
鵬
嚇
鮮
翰
富

=._-.__

運転ボラ
養成
ﾝティ
講
ア

座，カキドオシ
(しそ科）運転に自信のある方はぜひ参加を

と
鋤通
し
」
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

「
垣
通
し
本
家
分
家
と

つ
な
が
り
て
」藤
定
雄
か
ん

カ
キ
ド
オ
・
ン
は
別
名
を
「
猫

と
り
ぞ
う

取
草
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は

子
ど
も
の
夜
泣
き
や
ひ
き
つ
け

な
ど
、
幼
児
の
瘤
の
虫
を
と
る

民
間
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

や
一
◎

か
ら
で
す

し
よ
う
や
く

ま
た
、
柵
尿
病
治
療
の
生
薬

の
研
究
か
ら
、
カ
キ
ド
オ
シ
の

エ
キ
ス
に
は
血
糖
値
を
下
げ
る

作
用
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
カ
キ
ド

オ
シ
の
せ
ん
じ
汁
に
ハ
チ
蜜
や

砂
糖
を
加
え
、
感
冒
や
せ
き
止

め
の
薬
に
し
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

免
許
証
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
５
月
”
日
（
火
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
正
午
〈
参
加
識
無
料
）

▼
場
所
市
民
会
館

▼
内
容
活
動
内
容
の
説
明
、
車

イ
ス
移
送
率
の
操
作
の
仕
方
ほ
か

▼
対
象
。
定
員
自
動
車
の
運
転

に
自
信
の
あ
る
方
、
先
着
加
名

▼
持
参
運
転
免
許
証
（
動
き
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
じ

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
壷

（
顕
）
５
２
３
３
へ
（
土
・
日
剛
日

を
除
く
）

▼
参
加
菱
３
５
０
０
円
（
全
５

回
分
、
材
料
費
を
含
む
）冬
ふ
か
く
鼻
人

▼
持
参
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
へ

ふ
き
ん

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
垂

（
顕
）
５
２
３
３
へ
（
土
・
日
峨
日

を
除
く
）

１
１
１
１
１

示司

根戸

､北柏

城

う

↓手撹沼･船戸方面へI土

⑬薮できません
杜I／／/I艦戸→

目、1／／／l／う
遊、I〆

rアフフブI

整備箇所

路

($i同全面節l上区ml）

⑭醜6号鋤簡へIj
｜趣了できません

受話器をとったら一人じゃない.／

青少年の悩み事

相談を
↓
』は

少年センター

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年
守
ら
れ
ま
す
。

や
保
謹
者
か
ら
の
教
育
、
交
友
関
▼
相
談
日
時
毎
週
月
峨
か
ら

係
、
家
庭
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
金
咄
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

悩
み
率
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
時
釦
分
（
祝
日
を
除
く
）

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
の
▼
場
所
教
育
委
員
会
少
年
セ

相
談
機
関
の
紹
介
や
、
相
談
者
の
ン
タ
ー
（
水
道
局
４
階
）

意
向
に
沿
っ
て
関
係
機
関
と
の
調
▼
相
談
方
法
瓶
話
、
ま
た
は

雑
も
行
っ
て
い
ま
す
。
直
接
ご
相
談
く
だ
き
い
（
面
接

匿
名
に
よ
る
遮
話
相
談
や
、
航
に
よ
る
相
談
は
、
事
前
に
予
約

接
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、
が
必
要
）

お
気
経
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▼
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
少

搬
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
画
く
年
セ
ン
タ
ー
實
副
）
１
９
０
０

日程

5月25日(日）

6月29日(日）

7月12日出
から13日(日）

11月8日出

お楽しみ(日程･場所は末定）

場所

湖北台：

我孫-f第二小学校

県立手側の丘少年
自然の家(沼南町）

市内見学

'j､学校

内容

子ども会ABC

プログラムを作ろう

みんなの力で
楽しいキャンプを

市内史跡・施設兇学

リーダーとの交流会
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惨日時6月8日(日)午前8時30

分、市役所本庁正面玄関前出発

しコース太東漁港から一宮海岸

まで約7kmを歩きます(雨天決行）

惨定員45名（応募者多数の場合

は抽選）

唇参加費無料(昼食は各自持参）

し申し込み・問い合わせハガキ

や 一
吋

’
E

ん に住所、氏名、年齢、性別、電話シ曰時毎週日曜日、小・中学生

番号、九十九里はだしで歩ごう大…午前g時から10時、高校生以上

会を明記し、5月23日(金・必着）…午前10時30分から正午日本赤十字社では、カンボジア

までに我孫子1684教育委員会体育惨場所並木小学校体育館｜こおける地雷犠牲者の社会復帰を

課査(85)1151へ伝会費小・中学生･･月額2000円支援するため、使用済みテレホン国国国｡
シ日時6月1日(日)午後1時30 高校生以上…月額2500円一カートどの回収運動を12月末日まで

シ申し込み・問い合わせ電話で実施しています。皆さんのご協力分開場、2時開演

侵日時5月25日(日)午前10時か伝場所市民会館伝日時5月30日(金)から毎週金吉岡公(84)2577へをお願いします。

●･国国
ら午後3時（雨天の場合は6月1し入場料800円（全席自由）曜日、午前10時から正午(全6回）

日に延期）世入場券販売所市民会館内売店伝場所中央公民館仮設青年館

し場所手賀沼公園多目的広場ひろがりほかし対象．定員初心音で18歳以上

し問い合わせ手賀沼フリーマー陰問い合わせ中野a(84)7077の女性．10名（応募者多数の場合

修受付方法・問い合わせ郵送ま

だは持参で我孫子1858厚生課壷

(85)1111内線377へ
１
－

ケット実行委員会冠(88)9014 は抽選）烏の博物館は平成2年5月22日

※車での来場はご遠慮ください。 量参加費1000円 「人と烏の共存をめざして」をテ医曰時・場所6月5日(木)午前

修日時5月25日(日)午前10時集伝申し込みハガキに住所､氏名、一マに、国内唯一の鳥類専門の博9時から、柏保健所

年齢、電話番号、なぎなだ教室を物館としてオープンしました。合、正午解散（小雨決行）惨内容しゃべりづらい、手足が

|要薑2熟皇黙薊柵鋳か'集合場溺市晨会鎗””記し､5庸鍋日(金"言)琴ゞ・肩塑日（木）は闘…念して不舅由､塗薑つらい緬力の震≦し内容高野山周辺の古墳群、住に我孫子1684教育委員会体育課へ無料開放します。現在同館では、等神経症状でお悩みの方の相談を
夕
■

し場所新木近隣センター居跡などを探検します。 伝問い合わせ斉藤盆(84)8745第21回企画展「ペンギン」を開催お受けします。（予約制）
陰内容バンド演奏、ビンゴゲーし参加費無料 中。この機会にぜひご覧ください。伝相談医師中林治夫（東京慈恵

ム、輪投げゲームほかシ問い合わせ田宮盈(84)6734 凸問い合わせ烏の博物館公(85）会医科大学付属柏病院）

公認指導員が指導します。どな2212惨申し込み．問い合わせ電話で腰問い合わせ新木地区まちづく

5月22日(木)まで|こ柏保健所疾病り協議会密(88)2010 だでも直接会場へご参加ください。

l
l

日日時5月23日(金)午後1時30レ日時需凋R曜日午前7時から 対策班壷(67)1255へ

分から3時30分（参加費無料）8時（雨天中止）伝曰時5月30日(金)午後2時か◎近隣センター等公共施設利用の

伝日時・場所5月30日(金)午前戸場所天王台北近隣センターし場所手賀沼公園多目的広場、ら4時活動などは、優先的に場所が確保

10時から午後3時、市民会館傍内容読話、手話の勉強つくし野3号公園、柴崎台中央公し場所森のホール21(松戸市）されているものではありません。

レテーマ「家庭・社会の中の人し対象中途失聴者、難聴者園、湖北台中央公園、布佐南公園し対象平成10年3月卒業予定者

間 関係」錫,I‘・倖問い合わせ渋谷盆(85)0685、惨参加費無料を採用予定の事業主

少参加費500円(昼食持参）田仲壷(83)6675（いずれもフアク惨問い合わせ有居丑(84)3158シ問い合わせ松戸公共職業安定

※幼児はお預かりします。ス兼用） 所求人企画部門丑047(348)6100内

腰問い合わせ矢野壷(87)0053 線30，31，32

慢日時5月23日(金)午前9時30

｜｜,”"u心､仁.力置迂畑二つ」’し日時5月30日(金)から6月1分から午後0時30分(参加費無料）

ユネスコ主催「世界こどもの祭日(日)午前9時から午後5時シ場所布佐南近隣センター

典」に出品する絵（3m×5mの少場所中央公民館（入場無料）し内容救急法、心肺蘇生法

布地）をみんなで描きましょう。※実演指導を毎日午前10時から11シ講師市消防署職員

鰯
函
５
月
鰯
瀦

シ日時5月24日(土)午前10時か時、午後2時から3時に実施し定員先着15名

ら午後3時(参加費無料）傍問い合わせ伊藤云(82)3792伝申し込み・問い合わせ電話で

シ場所手賀沼親水広場r水の館」 5月18日(日)までに上野壷(89)62

け対象幼児から高校生〔汚れて 00へ

もよい服装で参加してください』戸曰時5月18日(日)午前10時30

し問い合わせ田渕壷(83)9804分開場、11時開演

※昼食を持参してください。少場所市民会館（入場無料）修練習日・場所毎週金曜日午前
a

シ問い合わせ榎本壷(89)223810時30分から正午、市民体育館

回国回国
シ会費月額2000円（入会金1000

円）

し申し込み練習日に会場で受付

伝曰時5月24日(土)から27日

(火)午前10時から午後5時30分

(ただし､27日は午後3時まで） 惨問い合わせ鎌田壷(88)3831

伝場所市民プラザ（入場無料）シ出店日時6月15日(日)午前10

陰問い合わせ小泉壷(84)9983時から午後4時（雨天の場合は22

日に延期）し募集人員警察官116名､婦人警せいち<かい

栖竹会かな書展 少場所手賀沼公園多目的広場察官10名

隈曰時5月31日(土)から6月2伝出店料1区画（間口約3メーし受付期間5月21日(水)まで

巳(月)午前10時から午後5時トル）3000円、電気コンセント1※試験日など詳しくは、我孫子警

い場所市民プラザ(入場無料）個1000円察署警務課a(82)0110へ

倭問い合わせ彦田云(82)1452シ申し込み・問い合わせ申し込

み書（市商工会に用意）に必要事

項を明記し、出店料を添えて5月＞糞格18歳以上27歳未満の男子

し日時5月29日(木)、30日（金）23日(金)までに寿1の13の27市商少初任給16万600円
澱

両日とも午後2時から4時工会盆(82)3131へ持参抄問い合わせ自衛隊柏募集案内

し場所NEC我孫子事業場 所、担当松本盆(63)6884

蜜
少対象・定員市内在住の方、各

日先着40名特別養護老人ホーム久遠苑では、

桜参加費無料看護婦を募集しています。少巡拝予定地域｜日ソ連、モンゴ

レ申し込み・問い合わせ電話で、像応募資格正・准看護婦の資格ル、中国、トラック諸島、フィリ §*熱
心■凸■0

●●｡●g

oo･ofoooq

d●●●q

●｡●●9

5月22日(木)までにNEC総務課を有する50歳位までの方ピン、硫黄島など
わとなく

渡部電(85)7021へ（だだし、平日し募集人員2．3名※日程、応募方法など詳しくは、

の午前9時から午後5時まで）し問い合わせ久遠苑(87)3141県社会部厚生課盆043(223)2346へ

第11回九十九里はだしで
歩こう大会参加者 定例教育委員会

惨日時5月27日(火)午前

9時30分

し場所水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会

総務課a(85)1151

納税は便利な口座振替を
6月2日（月）は固定黄産税．

都市計画税第1期分と経自動車

税の納付期限です。忘れずに納

めましょう。なお、口座振替に

すると納め忘れもなく便利です。
ぜひご利用ください。

=収税課獄(85)1111＝ﾘﾄﾙｶﾗﾃｸﾗブ会員

カンボジア地雷犠牲者救済
使用済テレホンカード回収運動

混声合唱団『通』
第2回定期演奏会

第3ﾛ籟沼ﾌﾘー ﾏー ｹｯﾄ なぎなた教室生

烏の博物館 料開放
神経難病相談

ふれあい手賀沼の会
r高野山探検」

ザ‘まつり鮴ﾌﾘー ﾏー抑卜

早朝太極拳参加者

中還喪蛎｡難聴者の集い
事業主対象求人者説明会一

(財)野村生涯教育センター
生涯教育勉強会

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ
(日lIW1当番医・1週間の行副f）

因(|;剛)hl恥lN

ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙ 蚤(85)剛IlIl
普通救命講習会
｢救命法を学んでみません劫 ﾌｧｸｽガｲﾄ゙ 副稲ⅧⅡ11

第8回さつき花季展示会
あびこ子どもまつり
｢みんなで絵を描こう」 1⑰金

17土

18⑧

19月

20火

21水

22木

23金

24土

Zge

26月

27火

2S水

29木

30金

51土

‘薮税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

軍外国人相談＝市民プラザ13:30～15:00
”市役所閉庁(－部の施設は除く）
E夢･少年の日

言日曜当番医＝テレホンサービス
－休日裁急歯科診霞日=休日敦急歯科診畷所(市民会館内)9:00~11:30
〃結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00
壷家庭の日

該心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
童地域リハビリ教室＝新木近隣センター13:30～15:00
毒市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
”つつじ荘・西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃5月27日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

”行政相談＝市民相談室10:00～12:00

〃人権相談＝厚生課10:00～15;00
”･市民プラザ休館

‘蚕市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

〃休日救急歯科診凝日=休日烈急歯科診療所(市民会館内)9:00~11:30

虚心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00

壷地域リハビリ教室＝保健センター13:30～15:00
画市民会館・市民図醤館・烏の博物館休館
〃市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
〃つつじ荘・西部福祉センター休館
画水道料金納入期限＝口座振替日

〃地域リハビリ教室＝西部福祉センター10:30～12:00

〃6月5日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

画国民年金保険料払込期限＝口座振替日

画市役所閉庁(一部の施設は除く）

第23回民舞連盟舞踊祭典

エアロビクス同好会会員

我孫子市美術家協会グループ展
「第7回墨雅会展」

第14回あやめまつり
【青空市出店者

干葉県薑察官

2等陸｡海･空士自衛官
NEC我孫子事業場見学会

言 護婦
戦跡慰霊巡拝参加者


